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東京紀尾井町ロータリークラブコロナ対策ガイドライン
1. ガイドライン策定の目的

東京紀尾井町ロータリークラブ会員の安全を守り、できうる限り例会閉鎖を避けながら毎週の例会を円滑に運営
するため。

2. 例会開催の判断
１）国または東京都が緊急事態宣言を発令した場合、解除されるまで休会とします。
２）首都圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）で感染拡大となり、外出自粛要請が発令された場合、臨時理事

会を開催し、例会開催の可否を決定します。
３）会員より感染者が出た場合は、理事会の判断により一定期間例会を休会する場合があります。

3. 会員自身の健康管理
１）新型コロナウィルスに感染した時、あるいは感染の疑いがある時は例会の出席を見合わせて下さい。以下２

～４項に具体例を挙げます。
２）体調不良または、37.5度以上の発熱がある場合。
３）体温に関わらず、咳などの呼吸器系異常、臭覚および味覚異常、身体のだるさを感じた場合。
４）過去2週間以内に感染が引き続き拡大している国、地域への渡航歴があり、帰国後１週間を経過していない

時。
５）なお、例会出席については当面カウントせず、欠席しても欠席扱いとしません。

4. 例会入場時の対策
１）受付では間隔（できるだけ２ｍ）を空けたスペースを確保します。
２）参加者にマスク等着用の徹底などの周知を図ります。

マスクを忘れてしまった、または着用していない会員、ビジターに対してはマスクを提供します。そのための
マスクは事務局で購入し準備します。

３）非接触型体温計またはサーモカメラを設置し、参加者を検温し37.5度以上の発熱者に対しては入場を遠慮頂
きます。

４）受付、控室に消毒備品等を設置し、入場者の手洗いや手指消毒、靴底消毒の徹底を図ります。
５）ＳＡＡスタッフ同士も、適切な間隔を空けて人員を配置します。

5. 会員のメーキャップ、他クラブからのビジター参加
１）各ロータリークラブによってコロナ対策は様々です。メークアップをする際は訪問先クラブへ状況を予め確認

することを推奨します。
２）他クラブからのビジター利便を図るため、東京紀尾井町RCホームページならびにFacebookページで、コロナ

対策ガイドラインを掲載し、例会参加に向けての注意事項を案内します。

6. 控室対策
１）密にならないよう広い控室を確保し、一定の距離を置いてマスクを着用して会話いただきます。
２）手洗い・消毒の慣行に加え、大声の会話を慎むよう適宜アナウンスします。
３）握手や体に触れることはなるべく避けるようお願いいたします。

7. 例会場対策
１）原則としてホテルニューオータニの宴会開催コロナガイドラインに合わせます
２）円卓に加え、スクール形式のテーブル配置を併用します。テーブル間隔を空けた（できるだけ２ｍ）スペースを

確保します。
２）国歌斉唱、ロータリーソング斉唱はマスクを着用し、大声は避けて下さい。
３）司会、会長、幹事挨拶、委員会報告、卓話は、マスク着用が難しい場合、飛沫防止アクリル板やフェイス・マウ

スシールド等を使用します。また壇上と最前列の席との距離を極力確保します。
４）建物や施設内の定期的な換気を行います。（換気実施していることをホテル側へ確認しました）
５）感染者が増えている期間中の食事提供は、蓋付き食器または蓋付弁当形式とします。

8. 感染者が出た場合の対策および個人情報の取り扱い
１）例会参加者に感染者が出た場合、事務局より、会長・幹事、理事、開催会場のニューオータニに連絡をしま

す。
２）関係諸省庁や施設から参加者に関する問い合わせがあった場合、個人情報に留意し関係者に適切に情報

提供を行います。


